
 

 

 

     

 

 

国民健康保険料、介護保険料の賦課誤りについて 

 

１ 事案の概要 

住民基本台帳上の本名とは異なる名称（通称名）を利用している一部の外国籍の

方の課税情報の連携に漏れがあったため、前年所得を反映せず令和２年度及び令和

３年度の国民健康保険料、介護保険料が賦課されたもの。 

 

２ 対象者数及び金額（全体の対象者１１人） 

（１）国民健康保険料の対象者 １０人 

増額になった方 ７人   合計１１５万４，４１０円 

減額になった方 ３人   合計  ８万４，２５０円 

（２）介護保険料の対象者 ２人 

増額になった方 ２人   合計  ８万６，７６０円 

 

＜参考＞ 

両保険料に影響 １人 合計  ４５万４，１００円 

※この方が、増額の金額が最も多い方となります。 

   

３ 判明の経緯 

令和３年１２月下旬に市民から区役所に国民健康保険料についての問合わせがあ

り、国民健康保険料、介護保険料に誤りがあることが判明した。 

 

４ 原因 

税部門で、福祉部門とシステム連携できない一部の外国籍の方の課税情報リスト 

を作成する際、該当者の抽出方法を誤り、令和２年度から、国民健康保険及び介護

保険の担当課に送付すべき情報に漏れがあったもの。 

 

５ 今後の対応 

速やかに対象となる被保険者に状況説明及び謝罪を実施し、増額の場合は追加納 

付書を送付する予定。 

 今後、このような事態が生じないよう、事務マニュアルを再整備するとともに、ダ 

ブルチェックを徹底していく。 
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